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注意して除去し全く黒褐色の強い致瑞光澤を示す粒片を欄大鏡下にて選別した。斯くし
て選別した試料は更に細末に酢き左に示す方案によって分析した。
　水分の定量は別に細末試料1．1144瓦を秤量し石英管に入れ電氣鰯中にて凡そnOO．C
に熱し襲生瓦斯を鞠化カルシウム吸牧管に導入し吸牧管の重量増加によって定量した。
　別に細末試料1．1362瓦を白金琳蝸中に秤量し弗化水素酸にて温浸を繰返し完全に分解
した後に濃縮し水に稀稗して濾別した。沈澱から鉛，トリウム及全称土元素を分離した
残液中からウランを定量しそれをUO・とした。叉弗化水素酸分解の濾液中から弗化水
素を完全に駆逐した後に堕化アンモニウム及アンモニア塵理によって生じた沈澱中から
ニオブ，タンタル及チタンを分離し共の残液に就てウラニ・を定量しそれをU0艘とした。
共の結果はU0。ヨ3193％，U0。＝3．49％，計7．42％であった。全分析結果は次の通りで
ある。
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　イットリウム族稀土元素の監化物水溶液の吸牧スペクトルを検した結果
Hoから成ることを確むることが閑來た。
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　　　　　　　　　　　　　　　化塵　組成
　上記の分析値から各成分のモル数を計算した。言十算に當ってCe族称土はI一割，Ce，Pr，
Nd．Sm，瓦・，のセリウム族稀土に属する各元素の原子量の平均値144を平均原子量と見
倣した。又イットリウム族稀土は次の様にして平均原子量を求めた。印イットリウム稀
土の硫酸溶液を蒸褒加熱乾洞して更に電氣櫨申350．Cに於て長く熱し矢づ無水硫酸璽の
淡態に於て秤量した次に灼熱し完全に酸化物となして砕量し斯くて無水硫酸蟻に鐵する
酸化物の重量比
　　　　　　R2｛S04）需　　　　　　　　　　　＝ユ．877　　　　　　　R．O畠
を求めてイットリウム族稀土元素の平均原子量
　　　　　R宮u3．
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を求め之れによってモル数を計算した。共の祥果は次の通りであ孔
　　　　　　　　■携∵∵1驚／一
　　　　　　　　刈浴二撚／㎜
　　　　　　　　・）引続勝重∴ll　l1機1α・・鮒
　　　　　　　　■ll11二111＋…
　　　　　　　　5）幾／　　舳
　裁に二慣の元素RII及四便のウランを
　　　　　　（U0．R］一）■NbI　Ta〕207
の化合状態に存すとせばそれを構成する成分の毛ル数は次の値となるべきである。
　　　　　　（U0，RII〕O、＝O．0485　（Nb，Ta）雪05ヨα0243
又四憤の元素RIv双六憤のウランを
　　　　　　（UO，Th〕（Ti，Si，SI〕）04
の化合状態を想定せば共の成分（UO，Th〕O雪及（Ti，Si，Sn〕O聖のモル数は相等しき筈な
るも計算結果は梢ミ異る。
　以上の化合物に恰欝する成分を除去した本銭物主要成分R里mO。及（Nb，Ta〕。05のモ
ル数ば次の値となった。
　　　　　　R雪IlI03：（Nb，Ta）里05目O．1367：O．1525
　　　　　　　　　　　　　　　　　目1：　1．12
　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　ユ　l1
從って本銭物の化學組成は
　　　　　　R，lII　O詩（Nb，不乱〕里O、＝R里III（Nb，Ta）20目＝2Rm〔（Nb，Ta）04〕
師フエルグソ：／石の化學組成とし者へられ來った稀土元素の一正ニオブタンタル酸堕であ
ることが判明した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛物の年齢
　上記の分析値U．O。＝7．27形，Pb〇三〇．77％，ThO雪一．87％からU，Pb及Thの量
を計算すれば
　　　　　　U≡6．17％Pb昌0，7工Tb；1，64形
の値となる今定量せる鉛がウラン鉛及1・リウム鉛からのみ成ると假定しA．H0］mes及
B．W．Lawsonの式
　　　　　　　　　　　　　　Pb　　　　　　鑛物年齢＝U＋038Th×7400×106年
を用ひて計算すれば
　　　　　　本鑛物の年齢巨770×10伍年　　とな乱
　著者は嘗て本地域の東南直距離凡そ4軒の白石秦村三裏溝産の瓦・xeniteの分析値珂から
決定した同鋳物の年齢121x1〇一年に化すと藩に大である。
　本研究の費用は日本學術振興奮の援助に仰いだものである。叉産地の調査に際しては
繍洲鑛業開講株式會枇費源調査所長佐藤支止氏の一方ならぬ御支援を仰いだもので葱に
深甚な感謝の意を表する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参番交誠
1）田久保貿太郎　含稀元素銭物の研究　（其の一）日本化學會誌55淡（昭利9年）192頁
2）
田久保貿太郎
田久保賞太郎
田久保賞太郎
昭久保貿汰郊
囲久保貿太郎
囲久保實太郎
合稀元素鏡物の硫究　（英の二）　日本化學會譲
合稀元素銭物の研究　（其の三）　日本化學會詰
合稀元素鏡物の硯銃　（其の卿）　日本化學曾詰
合稀元素鋳物の研究　（其の五）　日本．他學倉誌
含稀元素鎧物の研究（其の穴）日本化學倉詰
合稀元素鐵物の研究　（其の四）前　問
56帆昭和10年）1523頁
59映（昭和13年）1ユ刎頁
60炊（昭和ユ4年）373頁
60峡（昭桝4年）575頁
岬峡（昭和16年）730頁
